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木質新素材と木質バイオマスエネルギーの社会実装拡大に向けた研究開発

■  広葉樹を原料とする「木の酒」の製造効率の改善
「木の酒」の製造効率を上げるには、木材が含むセ

ルロースなどの多糖類からブドウ糖をできるだけ
多く作ることが重要です。理論上の全糖質のうちブ
ドウ糖に分解された割合を「糖化率」と呼びます。一
般的に広葉樹は密度が高く硬いため多糖類をほぐす

「微粉砕処理」の効率が悪くなり、針葉樹に比べて糖
化率が低いことが課題でした。そこで、微粉砕処理
で使用するビーズを従来より大きなもの （ビーズ径
を1.5倍） に変えたところ、処理後の平均粒度が約半
分となり、糖化率を最大で30% 以上改善できました。
また、微粉砕工程の消費電力も5–6% 削減となり、広
葉樹を原料とする「木の酒」製造工程における糖化
率の大幅改善と消費電力の削減を同時に実現しまし
た。

■  木の酒粕は食物繊維として有効
「木の酒」を製造すると「木の酒粕」が発生します。

木の酒粕は飲料の製造工程で発生し、主な成分はリ
グニンと未分解の繊維のため不溶性食物繊維として
の機能が期待されます。また、木そのものや発酵に
よる風味も含んでいます。また、一般に人が感じる
ことのできる粒子の大きさは20μ m 以上といわれ
ており、これより小さければ人は滑らかな舌触りを
感じるとされています。今回、「木の酒粕」の粒子の
大きさを測定したところ平均で3-5μ m であったこ
とから、舌触りが非常に滑らかで、「木の酒」の持つ
風味を持った食物繊維として利用価値があると考え
られました。今後、安全性や有効性の確認が必要で
すが、「木の酒」の製造技術の開発とともに、「木の酒
粕」を新しい食物繊維として活用するための研究に
取り組みます。

「木の酒」の製造効率を広葉樹で改善して木の酒粕も活用

■  森林総研製法による「木の酒」であることを示す
ロゴマーク

森林総研では、森林総研発の技術を認定するため
の「成果活用ロゴマーク」を定めました。今後、森林
総研製法による「木の酒」が市販される際にもこの
ロゴマークの使用を許諾する予定です。一般の消費
者の皆様に安心して森林総研製法によって製造され
た「木の酒」を楽しんで頂くための取り組みを進め
ていきます。
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・本研究所の交付金プロジェクト「「木の酒」製造技術の社会
実装実現に向けた蒸留残渣

さ
利活用技術の開発」
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「木の酒」製造工程における微粉砕処理技術を改良し、広葉樹を原料とする「木の酒」製
造工程における糖化率の改善と省電力化を実現しました。また、「木の酒粕

かす
」が食物

繊維として活用できる可能性を示しました。
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図3　森林総研の「成果活用ロゴマーク」

 図1　ビーズ径の最適化で広葉樹の微細化による糖化率の大幅アップと消費電力削減を同時に実現

図2　新しい食物繊維として「木の酒粕」の活用

35森林総合研究所

https://www.ffpri.go.jp/labs/kinosake/index.html



